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[ 要 約 ] 

子どもが意欲を 持って学習に 取り組む態度を 養うためには ，その発達段階に 応じた実態把握がまず 大切であ るという基本辞、 

誠 に立って，体験学習を 重視し直接子どもの 興味関心に訴えるような 手作り教材・ 教具の工夫をして 実践した。 教師や子ど 

も 自身が直接製作に 関わったり・ 実際に操作をする 等，遊び感覚で 取り組んだ。 そのことによって 子どもの情緒面の 安定が図 

られ学習意欲も 高まることが 分かった。 

    特殊教育 体験学習 手作り教材・ 教具 学習意欲 

1  テーマ設定理由 Ⅲ 研究内容の構成 

普通学級を担当してきた 私にとって特殊学級の 子供達 1  手作り教材・ 教具の必要性 

との出会いは 戸惑いの連続であ る。 中でも情緒面に 不安 教材・教具は 児童生徒の学習効果を 高めるために 必要不 

定 な子供の指導に 困難を感じている。 可 欠なものであ り，その活用は 教育目標や指導計画に 沿 

本学級の A 児は知的発達の 遅れと，多少言葉の 不明瞭 って意図的・ 計 面的でなければならない。 

さもあ る 0 そして興味のあ る事には集中して 取り組むが， 特殊教育においても ，教材・教具に 対する考え方は 同様 

興味のない事には 全く拒否反応を 示し，授業に 参加しな であ る。 対象とする児童生徒に 障害があ るため，一般の 教 

い ときがあ る。 又 ， 円 分の思 いが 通らないと大声で 泣き 材 ・教具で学習効果を 高めることは 難しい。 従って児童 生 

わめき物を投げたりして・ 手がつけられない 事があ る。 徒の障害に即した。 教師の手作り 教材・教具を 工夫し活用 

従って集団の 中へとけ込めない 事もしばしばであ る。 し することによって ， f 首導の効果を 高める必要があ る。 

かし， A 児は手先が器用で 作業面や運動面で 良いものを (1) 手作り教材・ 教具の条件 

持っている。 ① 子どもの実態に 合うもの。 

このような状況の 中でこの子に ，既成の教材・ 教具を ② 指導目標に合うもの。 

使って指導を 進めてきたが 途中 で 投げ出してしま い，な ③ 指導形態に合うもの。 

かなか授業に 乗ってこなかった。 これは， A 児の実態を ④子どもの行動を 統制するもの。 

十分に把握することなく 安易にそれらの 教材・教具に 頼 ⑤ 子 ともの発達段階によく 適合しているもの。 

っ たからであ る。 ⑥素材，色彩・ 大きさ，デザイン 等は子どもの 興 

そこで，楽しく 学習に参加させるためにごっこあ そび 味や関心を引くもの。 

を 取り組ませて 見た。 その結果，一時的ではあ るが， 手 ⑦ 学習活動に変化を 与え・学習の 効率を高める 

作り教材・教具を 使った学習では 目を輝かせて 参加 

した。 そこに注目して ， A 児の発達段階に 合わせて，興 

味関心に基づく 教材・教具の 工夫をすることにより ， 意 

欲 的に学習に取り 組むであ ろうと考え本テ - マを設定し 

/, レ O 

Ⅱ 研究の仮説 

体験学習を多く 取り入れ興味関心のあ る教材・教具を 

工夫することにより 情緒面の安定が 図られ学習意欲を 持 

たせることができるであ ろう。 

もの。 

⑧具体物及び 体験的操作を 通してより確実な   理 

解へ導くもの。 

⑨ いろいろな能力を 育てるもの。 

⑩操作が簡単で 繰り返し利用できるもの。   

⑪結果がフィードバックされ ，子ども自身に 満 

足感を味わわせるもの。 

⑫ 壊れにくく，安全のもの。 

⑬ 生活科を図るもの。 

⑭ 子どもの興味関心を 起こさせるもの。 

⑮使用後、 片づけや管理がしやすいもの。 
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2  教材・教具の 工夫 一 メルヘンシアタ 一一 

子どもに学習意欲を 持たせ，楽しく 学習に参加させ 

るには次の点が 人切であ る。 ①感覚に直接訴えること 

によってインパクトを 与えること。 ②教材については． 

種類が豊富で ， 子どもが興味関心を 示すものであ るこ 

  

以上のことを 達成するためにメルヘンシアターは 効 

栗 的な教材・教具であ る。 

0  メルヘンシアタ 一の説明 

部 檸を暗くして ，付着力のよい 黒 パネルに蛍光ポス 

タ一ヵ ラ 一で描いた絵人形 (20 センチメートル ) を貼っ 

て．フラックライトを 照らして絵人形を 登場させ・お 話・ 

歌 遊び等を展開するのがメルヘンシアタ 一であ る。 

0  メルヘンシアタ 一の教材としての 利点 

① 子どもの実態に 即して作ることができる。 

②いろいろな 種類の絵がかけ。 切り抜くだけで 絵人形 

ができる。 

③ 色彩があ ざやかであ る。 

④ 歌 やお話・ゲーム 遊び等を楽しみながら 見たり．話し 

たり，歌ったり ，聞いたり，考えたりしながら 豊かな情 

操が養われ，学習意欲を 高めることもできる。 

⑤絵が パネ、 かは 貼り付き・手軽にはがせるので 操作を 

取り入れた授業が 展開できる。 

⑥絵を移動することにより ，位置の交換や 組み合わせ 

ができる。 

⑦子供と一緒に 製作，実演ができる。 

0  作成順序 

パネ 、 ル の上から黒の 綿ネル地をかぶせ ，絵人形は不織 

布に絵を描いて 切り取る。 絵人形を黒バネ 、 ルに 貼ると 双 

方の毛羽立ちのからみ 合いで付着する。 
づ 

① ド 絵を書く ②蛍光ポスターカ③縁取りをする。 ④切り取る 
ラ 一で着色する。 ㏄～ 5; りの太い 線 ) 

性 

部分は黒くねりつに 登場する人物   

ぶす。 動物，背景等の 絵 
を絵人形と l 。 、 ぅ 。 

  

  

3  児童の実態把握 

(1) 実態把握のための 観点と調査 

精神薄弱児一般的特性から 観察の観点をあ らかじめ設定し 児童の行動観察を 行った。 

① 観点項目 
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②観察結束 

行動観察においては ，常にノートを 準備し，気付いたことを 記入するようにした。 また，障害の 様子・生育 歴寺の 

聞き取りや諸検査等も 実施した。 ( 調査期間 : 平成 7 年 4 月～ 9 月 ) 

学 習 
  

基本的生活習慣 社 会 性 
ニコ 王 

    

・ H 常 生活では自立し ・調子の良いときは 喜 ，ひらがなの 読み書き ・言葉は，不明瞭で 聞 

ている。 んで集団に入るが ， はできる。 き 取りにくい時もあ 

・偏食がひど ぃ 気が向かない 時は入 ・一字一字の 拾 ひ 読み る。 

ご飯。 パン・肉はと らない。 はできる。 ・発音の誤りや 置き換 

るが，ミルク ，にん ，おとなし い 子や小さ ・ 10 以内の足し算が えがみられる。 

じん以外の野菜はい い子にはにこにこと できる。   f 旨 示されたことは 理 

っ さいとらない。 話しかけるが・ちょ ・歌を聴くことはする 解できる。 

つ としたことでも 怒 があ まり歌おうとし ・日常会言舌は 成立す 

る 。 な い 。 る 。 

・低学年の子どもや 姉 ・連動が好きで 特に ， ・返事は「 う ん」が 多 

とよく遊んでいる。 バスケットは 大好き い。 

・ほ う きや雑巾掛けが であ る。 ・大人つぼい 言葉遣い 

L 千であ る。 ・はさみの使 い 方が ぅ をする。 

・その日の気分によっ まい。 ・乱暴な言葉遣いが 日 

て 挨拶をする。 ・模写や色塗りは 土 ．甲 立っ。 

・明るくおしゃべりだ だけど最後まででき ・「おかあ さん」を「お 

が ， 些 mm なことでぐ ない。 かさん」。 「あ っち」 

ずぐ ・すしむ泣き 出 ・リコーダ一に 興味を を「あ ち」と書いた 

す 。 持ちびっでも 吹きた りする。 

・ 小 動物は好きだと 言 がる。   長音，促音．半濁音 

っているが反面． モ ・たまに丁寧に 文字を の文字は教師に 確認 

を 投げたり棒でたた 書くことができる   したりする 0 

いたりする時があ ・折り紙で色々なもの ・写本は喜んで 善くこ 

60 を 折ったりするが 難 とができる。 

・大勢の中に 入ると しくなると投げ 出し ・おしゃべりが 好きで 

き ・「やさし い 人が てしまう。 いっまでも話した 方。 

いるか」と尋ねる。 ，ボールを使っての 連 る。 

・絵本や紙芝居等を 読 動 がすきであ る。 ・「 ねい ぞ うこ 」の発音 

んでとせがむ。 がうまく言えないの 

・魚のお話が 好きであ で 「あ れ」と言ったり 

る 。 する。 

・一人でバスに 乗れな 

い 。 

一丁 ⅠⅠ 動 

・ハサミを使って 紙を 

切りたが ; る 。 

・テープレコーダーが 

好きで操作ができ 

る。 

・簡単な料理が 作れ 

る 。 

  包丁で野菜などが 上 

手に切れる。 

  砂遊びが好きでいつ 

でも遊びたがる。 

  で んわ ごっこやお店 

ごっこの時は 長時間 

遊ぶ。 

  交流学級の時制割箸 

が変更になると 行き 

たがらない。 

  興味を示したこと 

は．進んでやりたが 

り自己中心的であ 

る 。 

  作業活動は喜んでや 

るが長続きはしな 

い。 

  自分の課題を い やが 

り．すぐ他の 事に気 

が向く。 

・ゲーム遊びに 興味が 

あ る。 

一 3 一 
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③生育 歴 

A 児 … 父 (28 歳 )  母 (23 歳 ) の子 

生活年齢 10 歳 2 カ月 

* 出産状況…正常分娩で 体重 3,9159, 3 歳の頃 言 

葉 が遅 い のに気付いた。 

幼稚園のころ ，ことはの事で 南部保 

健所へ 3 回 程 相談に行った。 

* 家庭環境… 父 ， 母 ，祖母・ ザ ・妹の 6 人家族であ 

60 

両親とも，子どもの 成長には関心が 

薄 いように思われる。 特に，病気 

( てんかん ) のことについては 理解が 

必要であ る。 

④ S 一 M  社会生活能力検査結果 

S 一 M  社会生活能力検査結果 

Sl Ⅰ           SD 

  

  

  

W 

  

W 

@ 0 3 0 3 2 4 0 4 0 2 0 3 

，   払 。 S,J  ・ 27,,  al  10 ， l  16,  。 9  10 21  5  , 
ⅢⅤ @ 
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齢 
S Ⅰ t         SD 

生活年会 
(CA) 

社会生活指数 

(SO) 

社会生活年齢 
(SA) 

点計 一 粗 合 

 
 

領 域 領域 別 社会生活年会 

Sil 身辺自立                   10 11 12 Ⅰ 3 t4 Ⅰ 5 
髄 lf-  He 巾 

移 動 

し し ぬ m 。 ti 。 " 

  
作 業 

㏄ " 。 " 百 。 " 
  
意志交換 

Communication 

集団参加 
  " 。 。 ' 。 ' ぬ "0 。   
所見 ; 作業能力は生活能力より 高い能力を示している。 

意志交換，集団参加，自己統制の 部分が落ち込んでいるの 

は。 わがままを抑え ， 目 己の行動をコントロールする 適応 

力が 劣ると考えられる。 家庭で十分にかまってもらえな 

い面が表れているのではないかと 思、 う 。 

 
 

⑤実態のまとめ ( 生育 歴 ，行動観察， 諾 検査から ) 

・明るくおしゃべりであ る。 

・ごっこ遊びやものを 作ったりすることは 喜んで 

やる。 

  身辺自立は殆どできている。 

  運動や作業などは 喜んでやる。 

・模写や写本はせがんでやる。 

， 気に入らないことがあ ると泣きわめく。 

・興味を示したことには 取り組むがそうでないこ 

とには全く拒否する。 

・その日の気分によって 態度が変わる。 

・主に姉や妹と 遊ぶ事が多い。 

・これまでにかまってもらえないことが 欲求不満 

になり，情緒面の 不安定として 表れている。 

以，ビの 実態に墓ずいて 授業を構成することにした。 ） ノ 

・生活経験を 多くさせる中で 情緒面を安定させな 

がら。 楽しく授業に 参加させた い 。 

・興味・関心のあ る物を正しく 把握し，教材・ 教具 

の工夫をする。 

V  検証授業 

]  題材名 さかなやさん 

2  題材設定の理由 

情緒面の不安定な 子どもに楽しく 学習させるには、 

生活体験を豊富にすることが 大切だと 思、 ぅ 。 すなわ 

ち 、 生活体験により 実際に自分で 見たり聞いたり、 更 

に 作ったりする 活動を数多く 持つことによって 情緒血 

の安定が図られると 考える。 

A 児は， 毎朝登校すると 魚の話しを得意になって ( こ 

こにこと話す。 

そこで， 今回は大好きな「さかなやさん」を 取り上げ   

ることにした。 

A 児はまだ魚屋さんへいったことがないので ， 実際に 

魚屋さんを見学させ ， 席の様子やいろいろな 魚の種類 

等にも気付かせて 楽しく見学をさせたい。 

本題材では日頃 ・ A 児の興味関心のあ るゲーム 遊 

び ．製作活動， ごっこ遊び等を 通して楽しく 学習に参 

加 することをめあ てとして・ この題材を設定した。 

3  題材に関する 児童の実態 

・情緒面が不安定であ きっぽい。 

） ノ 

62 
一一 4  一 



・平仮名の読み 書きはできるが 一字一字拾 い 読みす 

る。 

・一人でバスに 乗れない。 

・ 色め りは丁寧だが 暗い色使いが 目立っ。 

・模写や写本が 好きであ る。 

・はさみの使 い 方や糊付けは "J" 寧であ る。 

・ゲーム遊びに 興味があ る。 

・魚のお話が 好きであ る。 

・生活経験が 少ない。 

4  f; 導 目標 

(1) 見学学習を通して 豊かな体験をし 楽しく学習に 参 

加することができるようにする。 

Ⅰ (2) ゲーム遊び等をすることにより・ 具体物を数えた 

（ 

6  「さかなやさん」 f 旨導 計画 (15 時間 ) 

り ，文字を読んだり 書いたりすることができるよう 

にする。 

(3) 作品の製作やごっこ 遊び等に意欲的に 取り組み 喜 

びを味わうことができるようにする。 

5  指導に当たって 

(1) 生活体験を多くさせる 中で情緒面の 安定を図りな 

がら楽しく学習に 参加させるようにした。 

(2) 子どもが学習に 興味関心を持ち。 意欲的に取り 紐 

めるように主にメルヘンシアターを 使う，文子ども 

の様子を考慮しながら 他の教材・教具も 合わせて使 

うように工夫した。 

活 動 名     谷 活 勤 内 

第 1 次   
① 

② 

さかなやさんへいこ う   

楽しい見学の 計画を立てる。 

見学の練習をする。 

 
 

第 2 次   
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

第 3 次   
の 

⑧ 

第 4 次   
⑨ 

⑩ 

⑪ 

どんなさかながあ るかな 
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たのしかったさかなやさん   
，魚屋さんの 様子を話し合い 絵や文に書く。   

いろいろなさかなをつくろう 
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さかなやさんをつくろう 

楽しく魚屋さんの 準備をする。 

さかなやさんごっこをしょう   

ごっこ遊びを 通して売る・ 買うの楽しさを 味わう。 

  

l 第 7  次 l ぼくがつくったさかな ( 地 学年との交流のため 放課後にする ) 

  魚屋のおじさんに 手紙を書く。 

一 5 一 
63 

      



7  学習指導案 
活動 名 : 「さかなやさんへ い こ う 」 ( 第 1 時 ) 

ねらい①なぞなぞ 遊びができる。 

②魚屋さんへ 行く計画を立てることができる。 

教材教具の工夫 : 絵人形を使ってなぞなぞ 遊びをさせ，魚に 興味を持たせるようにした。 

学習内容及び 活動 指導上の留意点 教材 ・ 教具 

Ⅰ なぞなぞ遊びをする。   子どもが知っている 魚でなぞなぞをさせな ・絵人形 

T 「敵に会 うと 風船みたいにお 腹 をふくら がら興味を持たせる。 ・フェルトの 人形 

ませるもの何だ」 ・なぞなぞ遊びの 答えを絵人形で 見つけ教師 

C 「ふく ， 」 が 出したフェルト 人形と同じ 魚 だったら パ 

ネルに 貼 らせる。 

                趨葵 
  匝 

2  絵本や紙芝居を 見る。 ・栓木や紙芝居を 見せて魚屋の 様子に気付か ・絵本 

せ 見学に行きた い 意欲を持たせる。 ・紙芝居 

3  見学の計画を 立てる。 ・那覇市のぎ ま 魚屋さんへ行くことを 理解さ ・ 文 ，￥ カ一 @ 

① いつ : m2 月 12 日 ( 火 ) せる。 

② どこへ : ぎ まさかなやさん ・バスの乗り 降りをする所を 調べさせる。 

③なにをしに : 魚屋さんの様子を 見学する ・バスの発着時刻を 調べさせる。 

④出発時刻 :8 時 45 分 ( 時刻表を作っておく ) 

            ス :26 番 ・バス賃を調べさせる。 

⑥バス停 : 車地バス停 (9 時 1(H 分 ) ( 料金表を作っておく ) 

牧芯 バス ィ亭 (11U 寺 16 ウナ ) 

の 帰りの時刻 : 11 時 

⑧持ち物 : バス 賃 140 円 

ワークシート ， ふで ばこ．はんか ち 

⑨安全の約束をする ・安全の約束を 話し合う。 

・見学の計画を 立てる楽しさに 気付かせる。 

神仙楽しくなぞなぞ 遊びに 参力 n することができたか。 

見学の引・画を 立てることができたか。 
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活動 名 : 「さかなやさんへいこう」 Q め ， 2u き ) 

ねらい①バス 停の名前やバス 賃の出し方の 練習ができる。 

②魚屋さん見学の 練習ができる。 

教材教具のコ 夫 : 絵人形等で魚の 名前がわかるよ う にした。 

学習内容及び 活動 指導上の留意点 

1  見学の練習をする。 ・ 前 時に立てた計画を 見ながら練習をさせ 

(1) バスの乗り降り る 。 ( 往復 ) 

① 幸地 バス停で 26 番のバスに乗る ・目的地に行くにはど う すれば いい かを 考 

② キップを取って 座席につく。 えさせる。 

③ キップの番号を 見て料金衣 で バス 

賃を確かめる。 

④バス 賃 140 円を出す。 ・バス 賃 (1 4 0 円 ) の出し力を考えさせ 

100  @ Ⅱ "  1  こ : 10  円‥ 4  こ る 。 

50 円‥ 2 こ : 10 円 "4 こ 

⑤ 降りるときに 料金箱 に 140 円 とキ 

  ソプ を入れる。 

⑥ 牧志 バス停で降りる。 

(2)  魚屋さんの 見 ， 学 ，万感を働かせて 見学する楽しさに 気付か 

① 挨拶をする。 せる。 

② 自己紹介をする。 ・元気よく挨拶をさせる。 

③ 見学をする。   魚屋さんの様子を 観察させる。 

  絵人形、 フェルト人形を 使って魚の名双 回 回 四 
錬 ら姪   を 覚えさせる。 

④ おじさんの話を 聞く ・静かに聞がせる。 

⑤ 質問をする。 ・聞きたいことを 考えさせろ。 

⑥ お礼の挨拶をする。 ・正しく言えるようにする。 

  目
パ
 

教
 

材
 

教
 

  文字カード   

・お金 

，絵人形 

・フェルト人形 

評価 バス停の名双やバス 貸を出すことができたか。 

魚屋さんの見学の 練習ができたか。 
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活動 名 : 「どんなさかながあ るかな」 ( 第 3,4.5,6 時 ) 

ねらい①バスの 乗り降りができる。 

②本物の魚に 触れさせ楽しい 体験をすることができる。 

学習内容及び 活動 

1  バスの乗り降りをする。 

・キップを取ったりバス 賃を払ったりす 

る。 

・目的地が分かる。 

2  魚屋さんの見学 

・挨拶をする。 

，自己紹介をする。 

・魚の観察をする。 

・店の様子を 観察する。 

・おじさんの 服装等を見る。 

・仕事の様子を 見る。 

・おじさんに 質問をする。 

・お客さんとおじさんのやり 取りを見たり 

間いたりする。 

  お礼の挨拶をする。 

指導上の留意点 

・練習の様子を 思い出させながらキップ や 

バス賃の見方がわかるよ う にさせる。 

，バスに乗って 目的地へ行ったり 来たりす 

ることを分からせる。 

・いろいろの 種類の魚や働いている 人の様 

子を見ながら ，服装，道具等を 観察させ 

る。 

・自分のことがはっきり 言えるよ う にさせ 

る 。 

  触らせる。 

  魚の並べ方など   

・エプロン，兵科 ヒ 

・魚をこしらえているところ 

・自由に質問させる。 

・お客さんがいないときは 先生がする。 

  見学をしてうれしかったことを 発表させ 

る。 

  六
 
教
 

材
 教

魚
 

せ 

" ノ 
評価 バスの乗り降りができたか。 

魚屋さんの見学ができたか。 

6
6
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活動 名 ; 「たのしかったさかなやさん」 ( 第 7, 811 者 ) 

ねら ぃ ①魚屋さんの 様子を済し合い 絵や文にかくことができる。 

教材 教 其の工夫 : 細人形を使って 魚 や魚やさんの 道具なとが分かるようにする。 

学科内容 及ひ 活動 
指蝉 上の留点点 教材・教典 

  魚座さんのしりとりゲームをする。   子 ともが知っている 魚でしりとりゲームを ・ べ一 プサート 

させる。 ( い か一かっ お )   
回 回 

2  さかなやさんの 見学に行って 楽しかったこ 

とや気付いたことを 話す。 

・店の様 J, 

・おじさんの 様子 

3  様子を思い出しながら・ 絵や文でかく。 

* 好きな魚のこと 

* 兜 学してわかったこと 

・ 兄 " ア したことを発表する。 

・店の様子や 道 只 。 おじさんの服装などを 話 

し合い絵人形で 貼 らせる。 

・ワークシートに 吉 かせる。 

・ 声 かけをしながらゆっくりと 書かせる。 

・おじさんの 服装 

・さかなをこしらえている 場面と道具 

( 包丁， まな板， あ られ Al) 

， 魚を保存する 冷凍庫 

・お客とのやりとり 

て
 
し
 
写
 
て
 
し
 
 
 

ピ
 
 
 
 
 
 
 

 
 Ⅰ

 
ト
 

 
 て
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の
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魚
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み
 

 
 

・はっきりと 読めるようにする 0 

評価見学の様 ヂ を絵や文にかくことができたか。 

●子どもが苦いたワークシート 

  @    , l:"l' Ⅰ く @    I" l     
  1" ヰ   " Ⅱ   "1 Ⅰ " 『   "     
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・ワーク・ ン一ト 

@ OHP 
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公開検証授業 
活動 名 : 「いろいろなさかなをつくろう」 ( 第 9 時 ) 

ねら ぃ ①ゲーム遊びができるようにする。 

教材救貧 景圭笑 村墓 緩 ㌍ 孝皆至婁 品名 勤ま こ % 異烹 二色二車 ぎ 二 % 二て ，ゲーム遊びをさせ 製作活動の意欲付けを 図る。 
学習内容及び 活動 指導上の留意点 教材・教典 

1  はじめの挨拶をする。 ・元気よく言えるようにする。 

2 所時に善いたワークシートを 見る 0 ・ワークシートを 見せて様子を 思い出させな ・ワークシート 

がら読んであ げる。 

・ ぺ一 プサートで好きな 魚の確認をさせる。 。 ぺ一 プサー @ 

3  ゲーム遊びをする。 ・メルヘンシアター 

さかなっ り ・絵人形で興味を 持たせる。 ・テープレコーダー 

・歌を歌いながら 絵人形と文字カードを マッ 。 文字 カ一 @ 

  

園 圃 口 
さかなつりゲーム 

絵人形と文字カードのマッチン ク     

4  魚を見てどんなにして 作るかを考える ・おじさんからのプレゼントを 見せて作りた ，プレゼント 

材料の選び方 ぃ 意欲を持たせる。   材ボ ; ト 

ひれ のっけ かた ・アイディア や 工夫を見つけさせ・ ル のおも 

おびれのっけがた しろさに気付かせる 

・作り直したりする 過程を人事にさせる。 

5  ひれや おびれを工夫しながらつくる。   ひれ ．おびれは模写させる。 

とび う おを作ることを 確認する っ ・一つ一つの 工夫をほめながらがんばらせる。 
・困った時は 正しい言葉で 用件が言えるよ う 

にする。 

  

  

色 ． り 

6  出来 -l こ がった作品を 喜び合 う 。 ，がんばったことをほめてあ げて，次の作品 
作りの意欲付けを 図る。 

7  次時の予告をする。 

8  終わりのあ いさつ   はっきりといえるようにする。 
  

評価 煮比ん冤 石台 芝蓬妄竃 ㌍ 姦毛コたぶア きたか " 
意欲的に魚を 作ることができたか。 

  おほめ カード   
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活動 名 : 「いろいろなさかなをつくろう」 ( 第 10. 11 時 ) 

ねら ぃ ①身近な材料を 使って赤色や 白色の魚を作ることができる。 

教材教具の丁 夫 : 色鮮やかなメルヘンシアターを 見せて作る意欲を 持たせる。 

学習内容及び 活動 指導   ピの 留意点 教材・教典 

1 赤色や青色などの 魚の絵人形を 見る。 ・赤色や青色などの 魚に気付かせ 作る意欲を ・メルヘンシアヌー 

持たせる。 

・魚の色と名前を 覚えさせる。 ・ 文 ， -f. ヵ一 @ 
赤い‥ 魚 青 い・ 魚 ・赤い魚…… マチ 

・青色 ぃ魚 …… ブ ダイ 

2  赤色や青色などの 魚を工人して 作る。 

作りたい魚を 決める。 
  

* 材料を選ぶ ・材料を選ばせる。   ネイ 、 粗 + 

木型紙を うつす ・型紙は "1" 寧に写す。   型紙 

・赤色や青色などの 色を塗るよ う に助言する。 ・ポスターカラー 

  写真を見ながら 色を塗らせる。 ・写真 

3  できあ がった作品を 発表する。   工夫したところを 発表させる。 

・素直に言えるようにする。 
Ⅰ。 

・作品に喜びを 味わわせる。 

・ お 家の人に手伝ってもら ぅ 。 

・ お 家の人からお ほめ の - 言葉をもら ぅ 。 

評価赤色や青色の 魚を作ることができたか。 

作った喜びを 表すことができたか。 

一 1 Ⅰ一 
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活動 名 : 「さかなやさんをつくろう」 ( 第 12, m3 時 ) 

ねら ぃ ①楽しく魚屋さんの 歌を歌うことができる。 

②魚の名前や 値段を書くことができる。 

③仲良く魚屋さんの 準備ができる。 

教レ 教 貝の工夫 : 歌に合わせてマッチンバができるようにした。 

学習内容及び 活動 指導Ⅱの留意点 教材，教典 

1 魚呈 さんの歌 あ そひ をする。 ・魚の名前をできるた け沢 lU 出させて パ々、 ノレ ・メルヘンシアター 

には 点 らせる。 
・テープレコーダー 

l ｜ 
2  店作りについて 話し合う。 ・メルヘンシアターを 見ながら話し 合わせる   

Ⅰ " 
* 魚の並べ方 

* 通典、 

* おじさんの服装 ・お客さんとのやりとりに 気付かせる。 

* 会話 

「いらっしゃい」 

「あ りがとう こ ざいました」 

木魚の値段 村け ・ 3 位 数 ・ 2 位数の読み方と % き方ができるよ 

う にさせる 0 

水魚の名前 
  一字一字確かめながら 書かせる。 

水 お金の準備 ・模擬 銭を 使 う 。 ・ イ ともの 竹 : 卍， 

3  % やさんを作る。 ・お友達と一緒に 作らせる。 

・お友達と協力して 作る。 

4  お店ができたことを 交流学級やお 家の人に・ 宮ひ をみんなに伝えることができるよ う に 
  

矢 Ⅱ l らせる。 させる。 

評価・魚の名前や 値段が 書 けたか。   お友達と仲良く 魚屋さんを作ることができたか。 

・歌に合わせてマッチン ク ができたか。 
●魚屋さんづくり 

「上手にマッチン ク   ができたよ」 
  

「さかなやさんができた ょ 」 
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活動 名 : 「さかなやさんご つひ をしょう」 ( 第 14. 15 時 ) 

ねらい①ごっこ 遊びを通して「売る・ 買 う 」の楽しさを 味わうことができる。 

教材教具の工夫 : メルヘンシアターを 見ながらごっこ 遊びを工夫させ 意欲的に取り 組ませるようにした。 

下
  
 

学習内容及び 活動 指導上の留意点、 

1  メルヘンシアタ 一で作った魚屋さんを 見る。           っこ あ そびの意識を 持たせる。 

2  ごっこあ そびをするときの 様子を話し合 ・見学の様子を 思い出させる。 

つ 。 

・役割を決める。 ・友だちと話し 合わせる。 

・仲良く遊ぶことを 約束する。 

。 お客さんとのやりとり ・お客さんの 言葉と店の人の 言葉を意識させ 

「～ください」「いらっしゃい」・ る。 

「 0 円です」・ 「どうもあ りがとうござ ぃ 

ました」 

3  役判を交代しながらごっこ 遊びをする。 ・魚屋さんの 歌を流しながら 楽しくさせる。 

・店の人 ， お客さんになる。 ・お友達や家の 人にも参加してもら ぃ 架し い 

・ ロった 魚を記録 m 紙に書かせ・ 値段も記入 雰囲気を味わせた い 。 

する。 

・買ったさかなの 名前や金額を 発表する。 ・様子を見ながら 発表させる。 

4  あ とかたづけをする。 ・使った物を 整理させる。 

評価 ・役割を交代してごっこ 遊びができたか。 ・あ とかたづけができたか。 
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教材・教具 

・メルヘン、 シアター 

・文字カード   

・テープレコーダー 
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活動㌢ : 「ぼくがつくったさかな」㎝ 妬課後 ) 

ねら ぃ : 伯占 。 ，，を 入れに展示することができる 0 

    お世 ⅡになったおじさんへⅠ紙を 善くことができる ， 

宇召 内容 及ひ 活動 指導 卜の留意点 教材・教具 

  伯 ・ ;., について活し 合う。   l,@ 分の伯用に口信を 持たせる。   イ ' ト lll@ rl 

  いつ 

  @ 「ⅠⅠ @ 「 J 

  は た， れよ 易 J サ千 

  @ 小の 力法 

  呼 び がけ 

2  仙 -n-ltl) を 展心 する。 ・放課後を利 m して多くのお 友達に 兄 てもら 

１１ ｜ 

  きれいに接心する。 ，トランポリンにかわいいテープルカバーを 

放 いて 展 小させる " 

3  さかなやさんのおじさんにお 手紙を善く。 ・これまでの 様子を知らせる。 

  J- 寧に害かせる。 

・ 切 ⅠをⅢ 0 ポストに入れさせる。 

，ド 1llli . 作品を人手 は 展示することができたが ， 

お じさんに手紙を 舌くことができたか。 
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Ⅰ。 

「ぼくがつくったさかな 

いっぱいつくったよ。 」 

    瓦ノ 

「おじさんへ 吾 いた手紙」 

7
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8  結果と考察 

(1) 題材について 

① 見学学習をすることによって ，計画，見学．活動 

を体験させることができた。 このような場面設定は 

情緒面を安定させ 学習意欲を促したようであ る。 

② 「さかなやさん」で 実際に魚を見たり ，さわったり 

して「いっぱい 魚があ るよ」「歯がとがっているよ」 

と実物を見て 興奮しながら 関心を示していた。 

③ 「さかなやさん」のメルヘンシアターを 通して 魚 

へ 興味を示し ， 魚の名前や特徴も 尋ねるようになっ 

た。 

 
 

●臼屋さんの 見学 

「 エビ をはじめてさわったよ」 

（ 

④手先が器用なので・ 魚のひれ等は 細かに 朋 察して 

作っていた。 

⑤「さかなやさんごっこ」では ，魚屋のおじさんのよ 

うにはりきり 楽しく活動し 時間もわすれるほど 取り 

組んでいた。 

⑥ これまでは， 教 帥の指示で行動していたがこの 学 

習を通してお 別れ遠足の計画を 立てようとする 気持 

ちが少しずつ 見られるよ う になったこと．また 人ど 

の 関わりからお fL の手紙もかけるようになった。   

⑦魚屋さんの 見学の日は朝早く 登校し．玄関双で 教 

師が来るのを 待ち強い関心を 示していた。 

このように，体験学習を 通して興味・ 関心を引き 

出しそこから 意欲的に学習に 参加する態度が 養われ 

ることができたと 思 う 。 さらにその場における 備緒 

而も安定させることが 確認できたことで・ 題材設定 

は適切であ ったと思う。 

●魚屋さんへひとりでいけた 

「バス 賃 C140 円 ) と キップを運賃 箱 にいれたよ」 
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(2) 手作り教材・ 教具について 

検証授業でいろいろな 手作り教材・ 教具を使用してきたが ， 丘 どもが興味を 持ち，学習場面や 遊びの中で繰り 返し 

利用し，学習効果をあ げたと思われる 教材・教具について 分析・考察をした。 

  
使用時の子どもの 反応 

メ 

ノレ 

へ 

  

  

ア 

タ 

  

  

  

  

ノレ 

@ 

人 
形 

  

  

0 なぞなぞ遊びで 絵人形を何回も 貼ったり取り 外したりし 

て答えが合った 時は「できた」といって 喜んでいた。 

0  「分かる，簡単」といって 魚屋さんで見た 魚や， まないた・ 

エプロン等をにこにこしながら 貼っていた。 

0 大喜びして魚釣りをし ，目ら 1, 2. 3 ‥・と数えていた。 

0 蛍光色で描いた 絵人形が美しく 光り ， 黒の空間に浮かび 

上がって見えたので 円を輝かせて ，指示を待たずに 貼 ろ 

うとしていた。 

0 絵人形と文字カードを 真剣な顔をして 何度 も マッチン ク     

していた。 

0  「この魚は赤，あ の魚は青 か 」といいながら 色分けをして 

いた 0 

0 ゲーム遊びの 感覚で操作をしていた。 

0 休み時間も一人でつぶやきながら 遊んでいた。 

0  「これは先生が 作ったのか，難儀だったか」と 聞いたりし 

ていた。 

0  「次はお話を 作って」「ぼくも 手伝って上げる」等といっ 

ていた。 

0 はじめてみたせいかものめずらしそうに 見ていた。 

0 「先生が作ったか」と 何回も聞き返し ，人形と遊んでい 

た 。 0 

0 学習が終わったら「もらいたいな」と 言いだした。   

  使 用 効 果 

0 間違いを気にせず 子どもに合ったぺ ー スで操 

作できるので 満足感を与えることができる。 

0 子どもの興味関心に 合わすことができる。 

0 釣った魚を数え ，数字に興味を ボ すことができ 

る。 

0 色彩鮮やかな 魚が子どもに 強いインパクトを 

与え・わくわくするようなメルヘンの 世界を感 

じさせ．教材・ 教具に関わりを 持たせることが 

できる。 

0 ドリル的に反復練習ができ ，繰り返し利用でき 

る 。 

0 美 じ れ 色に興味を持たせることができる。 

0 お友達もゲーム 遊びの中に入れることができ ， 

仲良くできる。 

0 自由に使 う ことができるので 親近感を与える 

ことができる。 

0 他人を思 い やる気持ちを 示すことができる。 

0 子どもが作りた い 意欲を示し優しい 言葉をか 

げるなど・製作活動に 参加できる。 
  

0 Ⅱ 朋 止りがよく．大きさも 手ごろで興味を 持たせ 

やすい。 

0 親近感を持たせることができ ， チ どもが喜んで 

参 刃コできる。 

    

  

ソ 

 
 

6
 
 
  
 F

4
 

Ⅴ
 



ハ
 
 
 

 
 

  ぺ   0 今回は子どもが 中心になって 作ったので・ 得意になって   0 動きが自由自在なので 操作がしやすいので 喜   
  

プ 操作をしていた。 

サ 0 回を重ねるに つ れ。 操作が上手になり 魚屋さんの道具も 
  

@ 覚えようとしていた。 

んで学習に参加できる。 

O 

H 

P 

0 ワーク、 ン一トを OHP シートにコピーしたので 喜んでその 0 書くことに抵抗があ るので OH 廿にコピーして 

続きを書くようになった。 あ げるとその変化に 喜び・やる気を 持続させる 

ことができる。 

 
 

0 写真に興味を 持ち「この魚はこんなふ う に写した方がい 

写   いんだ」と，教師に 注文するようになった。 

  0 カメラに興味を 持ち写真の取り 方を聞いたりして ，写真 

真 
も写せるようになった。 

0 いっぱいの魚を 見ることができたので 興奮し，こわが つ 

 
 

て 触れようとしなかった。 

  0 だんだん慣れてきたら 魚の口に興味を 示したり，触った 

本 りして夢中になりなかなかその 場を離れようとしなかっ 

物 
の /- Ⅰ O 

魚 0 色の鮮やかさに 驚き「どうして 赤 いか 」と尋ねたりして ぃ 

た   

0 魚を数えたり 名前や値札を 読んだりしていた。 

0  「魚屋さんが 写っている」「自分が 見た魚が写 

っている」と 言うことで見通しを 持っで学習 

に取り組むことができる。 

0 実際に見学することによって 魚屋さんの様子 

をその子どもなりに 捉えることができる。 そ 

して子どもが 魚屋さんごっこへの 見通しを 持 

っ ことができるので 意欲的に学習に 参加する 

ことができる。 

0 魚の名前に関心を 持っことができる。 

(3) 学習意欲を持たせる 教具の条件 V  研究のまとめと 課題 

手作り教材・ 教具を使って 学習を進める 中で ，子ど   1 研究のまとめ 

もの反比、 から意欲的に 取り組んだ教具の 持っ特性は次 (1) 子どもの興味関心に 即した・手作り 教材・教具を 通 

のようなことがらであ る。 して学習意欲を 喚起することができた。 

・操作が簡単であ ること (2)  教材・教具を 子どもの興味・ 関心を大切にする 観点、 

・子どもの興味関心に 合っていること から工夫した 結果集中して 作品作りに取り 組んだり   

・ゲーム感覚があ ること 楽しくゲームに 参加したりなど 学習への意欲的な 取 

  子どもも一緒に 製作に参加すること り 組みを促し「がんばった」という 満足感を味わわせ 

・フィードバックがわかりやすいこと ることができた や 

・単純で使 い やすいこと (3)  手作り教材・ 教具は興味・ 関心を持たせるために 大 

、 授業の延長線にあ ること 切 な役割を演じ ， 子どもの学習意欲へとつながって 

・温もりを感じさせるもの いくことが分かった。 

(4) 手 ，作り教材・ 教具を教師と 子どもが一緒に 製作する 
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がことによって ，それに対する 愛着がわき情緒面の 

女定も図られることが 分かった。 

(5) 子どもが実際に 操作でき，遊び 感覚で使える 手作 

り 教材・教具は 見たり，聞いたり・ 話したり，考えた 

りすることを 深めることが 分かった。 

(6) 体験学習を通して・ 人 との関わりを 知ることがで 

きた。 

2  課 題 

(1) 作問を通して 子供の実態に 応じた適切な 教材教具 

の 選定及び指導の 工夫に努めた い 。 

(2) 子どもの実態把握のための 諸検査の実施方法や 行 

動観察の仕方について 研修を深めたい。 

(3) 子どもの情緒面の 不安定の要因を 見つけ，適切な 

対応ができるようにカウンセリングの 専門的な知識 

を 深めた い 。 

おわりに 

障害児教育についての 知識も浅い私が ，研究所に入って 

すばらしい先生方との 出会いから多くのことを 学びました。 

特に障害を持つ 子どもについては ， 命 取り組んでいること 

がこの子の将来に 大きく関わって 来るかと 思、 ぅと 責任の重 

大さを感じます。 これからも手作り 教材・教具の 工夫に努 

め実践に役立てて 行きたいと思います。 

研究期間中親身になって 親切丁寧に指導して 下さった 浦 

西 中の嘉教書 清 先生，霧散中の 比嘉幸太郎先生，研究所の 田 

十一郎所長・ 早那覇 武 係長， 宮 間正和指導主事に 深く感謝 中 

し上， げます。 また，研究する 機会を与えて 下さった入場 良 

重 校長先生，温かい 言葉かけを下さった 教育委員会の 先生， 

方 ， 与 那成犬一主事，宮城陣代図書館司書，浦添プロックの 

特殊学級の先生方，双田小の 先生方に厚くお 礼申し上げま 

す 。 
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